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３
月
５
日
、
山
鹿
市
に
あ
る
鹿
本

農
業
高
校
の
食
品
工
業
科
１
年
生
３

６
人
が
な
か
は
た
農
園
（
白
小
野
）

を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
校
の

１
年
生
を
対
象
と
し
た
先
進
地
視
察

の
一
環
で
、
こ
の
視
察
を
２
・
３
年
生

で
の
学
習
に
繋
げ
ま
す
。
生
徒
は
ま

ず
、
旧
下
矢
部
東
部
小
学
校
で
、
同

農
園
の
中
畠
由
博
さ
ん
か
ら
イ
チ
ゴ

の
栽
培
や
加
工
、
農
業
経
営
に
関
す

る
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
の

実
地
研
修
は
イ
チ
ゴ
の
収
穫
体
験
で

す
。
な
か
は
た
農
園
は
こ
の
日
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
イ
チ
ゴ
狩
り
オ
ー
プ
ン

の
日
で
、
生
徒
ら
は
時
間
い
っ
ぱ
い
、

み
ず
み
ず
し
い
イ
チ
ゴ
を
口
い
っ
ぱ

い
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
清
和
小
学
校
の
児
童
が
、
自
分
た

ち
で
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
を
、
山
都
町
商
工
会
青
年
部
に
渡

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
「
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
リ
サ
イ
ク
ル
メ
ー
カ
ー

で
再
利
用
、
そ
の
売
却
代
金
が
「
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
」
を
通
じ
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク

チ
ン
を
日
本
委
員
会
」
に
送
ら
れ
、

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
が

届
き
ま
す
。
キ
ャ
ッ
プ
４
㎏
で
一
人
分

の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
な
り
、
商
工

会
青
年
部
で
は
、
熊
本
県
商
工
会
青

年
部
の
一
員
と
し
て
こ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
清
和
小
学
校
で

集
め
た
キ
ャ
ッ
プ
は
48
㎏
。
児
童
会

役
員
６
人
が
後
藤
春
樹
部
長
へ
手
渡

し
ま
し
た

　
学
校
保
健
委
員
会
の
研
修
会
が
２

月
10
日
に
矢
部
保
健
セ
ン
タ
ー
千
寿

苑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、

「
子
ど
も
に
語
る
い
の
ち
」
と
題
し
、

鹿
児
島
国
際
大
学
短
期
大
学
部
教
授

の
種
村
エ
イ
子
氏
が
、
全
国
の
学
校

で
行
っ
て
い
る
「
い
の
ち
の
授
業
」
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
図
書
館
の
司

書
の
経
験
を
活
か
し
、
本
を
読
み
聞

か
せ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
命
に

つ
い
て
押
し
続
け
る
種
村
さ
ん
。
自

ら
の
が
ん
の
闘
病
経
験
を
交
え
た
言

葉
は
、
参
加
者
の
心
に
深
く
刻
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
後
、
学
校
保
健
委
員

会
養
護
部
会
の
取
り
組
み
報
告
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
浜
Ｂ
地
区
「
ひ
な
祭
り
ふ
れ
あ
い

餅
つ
き
大
会
」
が
２
月
26
日
、
矢
部

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
餅

つ
き
大
会
は
、
浜
Ｂ
自
治
振
興
区
の

世
代
間
交
流
を
図
る
目
的
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
お
年

寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
１
０
０
人
以

上
が
参
加
、
石
う
す
と
き
ね
を
つ
か
っ

た
昔
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
を
み
ん
な

で
行
い
、
お
い
し
い
餅
が
で
き
上
が
り

ま
し
た
。
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、
持

ち
帰
ら
れ
、
各
家
庭
で
そ
の
味
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
、
清
和
中
学
校
で
、
韓

国
と
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
』
が

行
わ
れ
、
２
年
生
21
人
が
１
時
間
の

国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
相
手
は
、
２
月
ま
で
熊
本
市
国
際

交
流
会
館
で
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
働

い
て
い
た
韓
国
の
大
学
生
３
人
。
事

前
に
、
韓
国
に
つ
い
て
学
習
し
た
生

徒
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
１
時
間
の
生
中
継
を
、
英
語
・
韓

国
語
・
日
本
語
を
駆
使
し
て
会
話
を

楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
文
楽
や

清
和
ト
マ
ト
、
天
文
台
に
つ
い
て
も

紹
介
し
、「
い
つ
か
清
和
へ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
参
加

し
た
生
徒
は
「
違
う
国
の
言
葉
を
知

れ
ば
、
新
し
い
世
界
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
、
清
和
小
学
校
で
「
清

和
っ
子
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
、
児
童
が
地
域
の
方
々
や
保
護
者

と
一
日
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
公
民
館
支
館
が
主
催

す
る
ふ
れ
あ
い
活
動
。
児
童
85
人
が

低
・
中
・
高
学
年
に
分
か
れ
、
す
も

う
大
会
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
突

き
鉄
砲
つ
く
り
に
挑
戦
。
運
動
場
に

児
童
と
地
域
の
み
な
さ
ん
の
笑
い
声

が
広
が
り
ま
し
た
。
午
後
は
児
童
の

発
表
会
。
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

学
年
ご
と
に
今
年
学
ん
で
き
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
５
年
生
の
発
表

は
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
で
取
り
組
ん
だ

こ
だ
わ
り
の
米
作
り
に
つ
い
て
劇
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、「
通
潤
橋
の
で
き
る
ま
で
」

と
い
う
３
Ｄ
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
利
用
し
、
農
村
文

化
の
重
要
性
と
必
要
性
を
伝
え
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め

に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
財
源
と

し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ
デ
オ

は
、
通
潤
橋
資
料
館
で
の
放
映
の
ほ

か
、
各
種
地

域
づ
く
り
活

動
へ
の
貸
し

出
し
も
行
い

ま
す
。

　
小
雪
の
舞
う
２
月
19
日
、
下
名
連

石
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
農

作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

上
益
城
地
域
振
興
局
農
業
普
及
振
興

課
が
行
う
「
か
み
ま
し
き
援
農
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」。
過
疎
地
で
、
田
畑
を
守

る
人
々
の
農
作
業
を
助
け
る
（
援
農
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
県
内
か
ら
募
集

し
、
里
山
を
支
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
今
回
で
４
回
目
、
山
都
町
で
は

柚
木
地
区
に
つ
い
で
２
回
目
で
す
。

今
回
は
熊
本
市
な
ど
か
ら
16
人
が
参

加
、
シ
イ
タ
ケ
駒
打
ち
、
荒
れ
た
竹

林
の
伐
採
、
栗
園
の
除
草
な
ど
５
時

間
に
わ
た
り
、
精
力
的
に
援
農
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
第
57
回
愛
林
駅
伝
競
走
大
会
が
２

月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
矢
部
、

清
和
、
蘇
陽
の
３
中
学
校
と
町
外
４

中
学
校
か
ら
17
チ
ー
ム
が
参
加
、
千

寿
苑
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
、

周
回
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
序
盤
か
ら
甲
佐
中
Ａ
が

リ
ー
ド
す
る
展
開
。
一
時
矢
部
中
に

首
位
を
譲
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
そ

の
座
を
奪
い
返
し
、
そ
の
後
は
安
定

し
た
走
り
を
続
け
、
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。
町
勢
で
は
矢
部
中
Ｓ

が
３
位
に
入
り
ま
し
た
。
矢
部
中
・

清
和
中
・
蘇
陽
中
か
ら
は
複
数
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
農
村
文
化
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
「
清
和
文
楽
」
を
、
町
の
宝
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
触
れ
て
も
ら
お

う
と
、
町
内
全
小
学
校
の
６
年
生
と

清
和
小
学
校
全
児
童
を
対
象
に
し
た

鑑
賞
会
が
、
３
月
７
日
、
清
和
文
楽

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
鑑
賞
会

で
、
清
和
小
６
年
生
が
１
学
期
か
ら

練
習
を
重
ね
て
き
た
「
傾
城
阿
波
の

鳴
門
」
を
披
露
。
素
晴
ら
し
い
太
夫

の
語
り
と
三
味
線
に
合
わ
せ
て
、
巧

み
に
人
形
を
操
り
、
物
語
の
情
感
を

表
現
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
全
員
で

保
存
会
の
方
々
に
よ
る
「
日
高
川
入

相
花
王
」
を
鑑
賞
。
最
後
に
芝
生
広

場
で
実
際
に
人
形
に
触
れ
、
地
域
の

宝
を
そ
の
手
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ネットで国際交流中

後藤部長（右）にキャップを渡す清和小の６年生

お
い
し
い
も
ち
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

収
穫
と
い
う
よ
り
食
べ
る
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

種
村
エ
イ
子
さ
ん

５
年
生
の
劇
の
よ
う
す

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
シ
イ
タ
ケ
駒
打
ち
を
黙
々

と
作
業

雪
が
舞
う
中
の
ス
タ
ー
ト

見事に清和文楽を披露した清和小６年のみなさん

まちの
話題

宝
く
じ
助
成
事
業
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ

学
校
保
健
委
員
会
研
修
会

清
和
っ
子
ふ
る
さ
と
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愛
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駅
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小
学
生
が
清
和
文
楽
鑑
賞

上
益
城
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
時
間
の
国
際
交
流

ひ
な
ま
つ
り
も
ち
つ
き
大
会

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
引
き
渡
し

鹿
本
農
高
が
先
進
地

視

察

で

山

都

町

へ


